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■ストーリーの構成文化財一覧表
番号 文化財の名称 指定等の状況 文化財の所在地 番号 文化財の名称 指定等の状況 文化財の所在地
1 柳ケ瀬トンネル 未指定(建造物) 長浜市 敦賀市 24 Ｄ51形793号蒸気機関車 未指定(美術工芸品) 長浜市
2 小

こ

刀
と

根
ね

トンネル 市指定有形文化財 敦賀市 25 旧長浜駅舎 県指定有形鉄道記念物 長浜市
3 眼鏡橋 未指定(建造物) 敦賀市 26 扁

へん
額
がく
「萬

ばん
世
せい

永
えい

頼
らい

」 未指定(美術工芸品) 長浜市
4 樫

かし

曲
まがり

トンネル 国登録有形文化財 敦賀市 27 扁額「永
えい

世
せい

無
む

窮
きゅう

」 未指定(美術工芸品) 長浜市
5 葉

は

原
ばら

築
ちく

堤
てい

 未指定(建造物) 敦賀市 28 扁額「與
よ

國
こく

咸
かん

休
きゅう

」 未指定(美術工芸品) 長浜市
6 葉原トンネル 国登録有形文化財 敦賀市 29 扁額「功

こう
和
か

干
う

時
じ

」 未指定(美術工芸品) 長浜市
7 鮒

ふな

ヶ
が

谷
や

トンネル 国登録有形文化財 敦賀市 30 扁額「徳
とく

垂
すい

後
こう

裔
えい

」 未指定(美術工芸品) 長浜市
8 曽

そ

路
ろ

地
じ

谷
だに

トンネル 国登録有形文化財 敦賀市 31 旧長浜駅29号分岐器ポイント部 県指定有形鉄道記念物 長浜市
9 杉

すい

津
づ

の景観 未指定(文化的景観) 敦賀市 32 慶雲館 国指定名勝 長浜市
10 第一観音寺トンネル 国登録有形文化財 敦賀市 33 黒壁ガラス館 国登録有形文化財 長浜市
11 第二観音寺トンネル 国登録有形文化財 敦賀市 34 木之本宿 未指定(伝統的建造物群) 長浜市
12 曲

まがり

谷
だに

トンネル 国登録有形文化財 敦賀市 35 明治ステーション通り 未指定(文化的景観) 長浜市
13 芦

あし

谷
たに

トンネル 国登録有形文化財 敦賀市 36 鯛鮨 未指定(生活文化) 敦賀市
14 伊

い

良
ら

谷
だに

トンネル 国登録有形文化財 敦賀市 37 今庄そば 未指定(生活文化) 南越前町
15 山中トンネル 国登録有形文化財 敦賀市 南越前町 38 今庄駅給水塔・給

きゅう

炭
たん

台
だい 未指定(建造物) 南越前町

16 行き止まりトンネル 未指定(建造物) 南越前町 39 今庄宿 未指定(伝統的建造物群） 南越前町
17 山中信号所跡 未指定(遺跡) 南越前町 40 敦賀赤レンガ倉庫 国登録有形文化財 敦賀市
18 山中ロックシェッド 国登録有形文化財 南越前町 41 旧大和田銀行本店本館 国指定重要文化財 敦賀市
19 大

おお

桐
ぎり

駅
えき

跡 未指定(遺跡) 南越前町 42 シベリア経由欧
おう

亜
あ

連絡切符 未指定(歴史資料) 敦賀市
20 湯

ゆの

尾
お

トンネル 国登録有形文化財 南越前町 43 旧敦賀港駅線路 未指定(建造物) 敦賀市
21 焼鯖と焼鯖そうめん 未指定(生活文化) 長浜市 44 旧敦賀港駅ランプ小屋 市指定有形文化財 敦賀市
22 浜ちりめん 未指定(有形民俗) 長浜市 45 敦賀港の景観 未指定(文化的景観) 敦賀市
23 中ノ郷駅跡 未指定(遺跡) 長浜市

公益社団法人長浜観光協会
会長 岸

き し

本
も と

 一
い ち

郎
ろ う

　
日
本
遺
産
と
は
、
地
域
の
歴
史
的
魅
力
や
特
色
を

通
じ
て
わ
が
国
の
文
化
・
伝
統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー

を
「
日
本
遺
産(J

ジ
ャ
パ
ン

apan H
ヘ

リ

テ

ー

ジ

eritage)

」
と
し
て
文
化

庁
が
認
定
す
る
も
の
で
す
。

　
一
般
的
な
文
化
財
指
定
は
、
登
録
・
指
定
さ
れ
る

文
化
財(

文
化
遺
産)

の
価
値
付
け
を
行
い
、
保
全
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
日
本
遺
産
は
、
地
域

に
点
在
す
る
遺
産
を「
面
」と
し
て
活
用
し
、
発
信
す

る
こ
と
で
、
地
域
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、
平
成
27
年
～
令
和
２
年
間
に
全
国
で

１
０
４
の
日
本
遺
産
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
長
浜
市
・
敦
賀
市
・
南
越
前
町
は
、
明
治
時
代
の

旧
北
陸
線
の
鉄
道
遺
産
が
多
く
残
る
地
域
で
、
そ
れ

ら
を
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
た
も
の
が
６
月
19
日
に
日

本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
平
成
28
年
の
「
琵
琶
湖
と
そ
の
水
辺
景

観
～
祈
り
と
暮
ら
し
の
水
遺
産
～
」（
竹
生
島
・
菅

浦
）、
令
和
元
年
の「
１
３
０
０
年
つ
づ
く
日
本
の
終

活
の
旅
～
西
国
三
十
三
所
観
音
巡
礼
～
」(

竹
生
島

宝
厳
寺)

に
続
い
て
３
件
目
の
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

❶
現
在
の
旧
長
浜
駅
舎

　

 (

長
浜
鉄
道
ス
ク
エ
ア)

❷
旧
長
浜
駅
舎(

昭
和
２
～
３
年
頃)

❸
現
在
の
木
之
本
宿

❹
木
之
本
宿(

昭
和
初
期)

❺
旧
長
浜
港
の
様
子

　( 

明
治
45
年
・
現
明
治
山
付
近
か
ら

見
た
長
浜
駅
と
慶
雲
館)

　
長
浜
城
の
内
堀
を
開
削
し
、
長
浜
駅

に
隣
接
す
る
形
で
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

(

出
展
：「
行
幸
二
十
五
年
慶
雲
館
建
碑

記
念
写
真
帖
」)

❶❷

❸❹

❺

祝 
日
本
遺
産
認
定
「
海
を
越
え
た
鉄
道
～
世
界
へ
つ
な
が
る 

鉄
路
の
キ
セ
キ
～
」

日本遺産認定「海を越えた鉄道～世界へつながる 鉄路のキセキ～」

ス
ト
ー
リ
ー
【
概
要
】

　
日
本
海
と
太
平
洋
を
鉄
道
で
結
ぶ
こ
と
か
ら

物
語
は
始
ま
り
ま
す
。

　
そ
の
ル
ー
ト
は
敦
賀
と
長
浜
を
鉄
道
で
結
び
、

長
浜
か
ら
南
は
び
わ
湖
の
水
路
を
利
用
す
る
も
の

で
す
。
明
治
15
年
に
長
浜
駅
が
開
業
。
明
治
17
年

に
当
時
の
国
内
最
長
ト
ン
ネ
ル
柳
ケ
瀬
ト
ン
ネ
ル

が
完
成
し
、
長
浜
駅
は
タ
ー
ミ
ナ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
鉄
道
は
敦
賀
か
ら
今
庄
に
か
け
て

多
く
の
ト
ン
ネ
ル
を
掘
り
、
北
へ
と
延
伸
し
、
全

国
に
鉄
道
網
が
広
が
り
ま
す
。

　
物
流
の
主
役
が
鉄
道
へ
と
変
わ
り
、
日
本
海

航
路
の
北き

た

前ま
え

船ぶ
ね

が
衰
退
し
た
こ
と
に
よ
り
、
敦

賀
は
国
際
港
へ
と
舵
を
切
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
東
京
の
新
橋
―
金
ヶ
崎(

敦
賀
港)

間
に
、
直
通
列
車
「
欧
亜
国
際
連
絡
列
車
」
が
開

業
し
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
を
経
由
し
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
ま
で
１
枚
の
切
符
で
渡
航
で
き
る
よ
う
に
な

り
、鉄
道
は
海
を
越
え
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
度
は
、長
浜
市
・
敦
賀
市
・

南
越
前
町
に
ま
た
が
る
鉄
道
遺
産

が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
こ

と
、大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
長
浜
市
は
、
明
治
時
代
に
日
本

海
と
太
平
洋
を
結
ぶ
鉄
道
が
国

策
と
し
て
敷
設
さ
れ
、
び
わ
湖
側

の
駅
と
し
て
長
浜
駅
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
駅
舎
は
、
現
存
す
る
日

本
最
古
の
駅
舎
と
し
て
今
も
大
切

に
保
存
・
公
開
さ
れ
、
長
浜
を
代

表
す
る
観
光
施
設
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
当
施
設
を
預
か
る

観
光
協
会
と
し
て
も
、
こ
の
登
録

を
契
機
に
ま
す
ま
す
多
く
の
お
客

様
を
お
迎
え
し
、
ま
た
末
永
く
皆

様
か
ら
親
し
ま
れ
る
施
設
と
し
て

魅
力
あ
る
運
営
を
続
け
て
ま
い
り

ま
す
。

　
引
き
続
き
、
県
境
を
越
え
た
連

携
を
一
層
深
め
て
、
大
切
な
歴
史

と
文
化
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
て

ま
い
り
ま
す
。


